
1  上京区の個性
上京区の個性は，その歴史と文化にあることはいうまでもなく，これからのまちづく
りも，この豊かな歴史に培われた個性を活かしていくことが大切である。このため，歴
史，文化，産業，暮らしなど，各方面にわたり，上京区の特徴を分析していくこととする。

（1）まちの変遷と成り立ち

平安京の中心であり続けたまち

上京は，平安京以来1200年を超える歴史を有
し，時代の流れとともにまちは変化し，今日の姿
となった。平安京は，一条通を北限として整然と
区画され，平安末期にはおおむね二条通を境と
して北と南に分離，北半分は南北朝から室町時
代に「上京」と呼ばれるようになった。平安京の中心であった内裏は，火災での焼失等を
経ながら東方の現在の京都御所付近に位置を変え，それをとりまくように公家邸宅が集
積した。また，室町幕府の花の御所も設けられ，上京の東部は公武の政治的な中心地
となった。

近世のまちの骨格と情緒を今日に残すまち

上京の西部では，応仁の乱以後，北部は西陣機業地となり，今日に至っている。西南部
は，いわゆる「内野」と呼ばれる野に帰したが，近世には，豊臣秀吉が聚楽第を造営し，
破壊された後は，二条城を中心とする新たな市街地が開発された。こうして，市街地や
道路構成などまちの骨格ができあがり，江戸期を通じて市街地は成熟した。通りをつな
ぐ「図子」や行き止まりの「袋路」も多く，古い歴史とまちなみの情緒を醸している。

近代の都市発展を経て成熟段階に至ったまち

明治12年，京都のまちに区制が施行され，
「上京区」が誕生した。明治以降の人口増加，
都市発展の時代に入ると，おおむね鞍馬口
通付近を北辺としていた市街地は，徐々に
北へ拡大し，昭和４年には左京区及び中京
区を分区し，昭和30年には北区を分区して，
現在の上京区（面積7.11km2）が成立した。
明治から昭和にかけて，東西（今出川通，
丸太町通），南北（河原町通，烏丸通，堀
川通，千本通）の幹線道路が整備され，昭
和56年に地下鉄烏丸線が完成して，現在
のまちの基本的な姿がほぼ完成した。

上京区のまちと暮らし ーまちづくりの課題
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■上京区の変遷（平安時代～現在）

賀
茂
川 

鴨
　
川 

朱
雀
院 

神
泉
苑 

北辺坊 

銅駝坊 

教業坊 

永昌坊 

紅梅殿（道真宅）

閑院（冬嗣） 

豊財坊 

永寧坊 

弘文院 

京
都
御
苑

 

宇
多
院 

 

奨
学
院 

勧
学
院 

堀
川
殿 

 

冷泉院 

西
宮 

淳
和
院 

銅駝坊 

二条大路 

一条大路 

三条大路 

桃花坊 

紙
屋
川
（
天
神
川
） 

西
京
極
大
路 

平
安
宮 

東
京
極
大
路 

二条御所 

東海・東山通 

下鴨社 

二条 

三条 
（三条口） 

四条 

五条 

船岡山 

お土居 

神泉苑 

堀
　
　
　
川 

西
洞
院
川

 

六角堂 

建仁寺 

鞍
馬
街
道
（
丹
波
路
） 

下
　
京 

本国寺 

伏
見
口 

今
通
の
下
口 

若
狭（
敦
賀
）街
道
 

紙

屋

川
 

賀

茂

川
 

高

野

川
 

鴨

川
 

内裏 

柳
の
馬
場 

園
社 

大
原
口 

長
坂
口 

鞍
馬
口 

（
清
茂
口
） 

小

川

 上
　
京 聚

楽
第 

相国寺 

寺ノ内 

北野社 

一条 

内

野

 

寺

町

 

高雄  

嵯峨  

岩倉  

静市  

大原  

八瀬  

右京区  

西京区  

洛西  

南区  

下京区 

伏見区 

中京区 

東山区 

山科区 

北 区  

雲ケ畑 小野郷 

中川 

左京区 

上京区 

【平安京と上京区】

【戦国時代】 【現 在】

S.30. 8.31

現 在

S. 4. 3.31
洛中の中心街

お土居



（2）自然・歴史・文化

豊かな自然環境とまちのあちこちに残る歴史資源

自然環境としては，京都の都心の公園では最大の面
積を有する京都御苑（約65ha）があり，大規模な緑の
オープンスペースとして，市民や観光客の憩いの場と
なっている。また，区の東端を流れる鴨川は，潤いある
水辺空間を人々に提供している。
さらに，相国寺や北野天満宮をはじめ，由緒ある社寺
が数多くあり，都会のオアシス的な空間となっている。
こうした社寺をはじめ，様々な文化遺産が豊富に分布
しており，歴史を今に伝える大切な役割を果たしている。

上京の誇る多彩な伝統文化

たび重なる戦乱や火災等を経ながらも，
長い歴史に磨かれた質の高い文化が蓄積
されている。
茶道家元の表千家，裏千家，武者小路千家
の三千家はその代表的なもので，全国の茶
道の中心地として，伝統文化の継承はもと

より，世界への日本文化発信の拠点ともなっている。また，茶道にかかわりの深い「千家
十職」と呼ばれる茶道具の職方も，工芸の世界に独自の技術と作風を継承している。さら
に，洗練された和菓子の老舗も多く，様々な分野で質の高い工芸文化が継承されている。
京都を代表する伝統産業である西陣織は，長い歴史を通じて，宮中や幕府，社寺等の
庇護を受けながら，我が国の代表的な織物産業として発展し，多様な図案や繊細な表現
技法など，質の高いデザイン文化を蓄積し，発信してきた。
また，華道や和歌，能・狂言などの伝統芸能も盛んであり，歴史的な伝承や行事も
継承され，区民の間では幅広い文化活動が盛んに行われている。そのほか，有形・無形
の文化財が数多く残され，歴史文化の宝庫とも呼べる地域である。

学術文化のまち上京

こうした歴史・伝統・文化の蓄積を背景に，上京区
には同志社大学，同志社女子大学，京都府立医科大
学，また，京都市の歴史研究の拠点となる歴史資料館，
さらに，埋蔵文化財研究所及び考古資料館などがあ
り，学術・文化の拠点としての役割を果たしている。
多くの研究者や学生が区内で生活し，地域と結び

ついた活動に取り組むとともに，国際的な学術文化
交流も盛んに行われている。
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■上京区の史蹟百選
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裏千家「今日庵」表千家「不審菴」

相国寺北野天満宮



（3）上京区の暮らし

人口と世帯の動向ー緩やかになりつつある人口減少

区の人口は，昭和30年の約14万９千人をピークに減少し，平成12年10月１日現在で
84，114人（国勢調査）となっている。ただし，近年，人口減少のカーブは徐々になだらか
になりつつある。なお，昭和35年当時の人口密度は209人／haもあり，当時は相当過密な
状態にあったことがうかがえる。
人口減少と併せて高齢化が進んでおり，65歳以上人口の高齢者比率は22.8％（平成12
年４月１日京都市推計人口）と，市内では東山区（26.3％）に次いで２番目に高い。
また，１世帯当たりの世帯人員も減少しており，昭和35年の4.16人から，平成12年には2.11

人にまで減少している。住宅事情などから親と同居できない若年世代の区外への転出，ワン
ルームマンションなどによる若年単身者の増加，少子化などがその背景にあると考えられる。

■上京区の人口ピラミッド（資料：平成12年 7月 1日現在京都市推計人口）

■上京区の人口・世帯数の推移（資料：各年国勢調査、平成12年は速報値）
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個性ある17の学区

上京区では，明治期の番組小学校設立の際からの学区自治
が連綿と継承されている。今日でも，住民福祉協議会などを
中心に，各種団体が連携して様々な活動が展開されている。
また，学区ごとに，環境整備，福祉のまちづくり，自主防
災，地域振興，生涯学習，都市農村交流など，他にはない個
性的な取組を打ち出しており，ボランティアの参画や行政
の支援を得た活動が活発に進められている。
そのほか，北区，中京区，下京区も含めた堀川沿いの多くの学区や団体が連携した堀
川再生の取組をはじめ，商店街の活性化，町家の保全・活用等の取組，町内ぐるみの活動
など，多彩なタイプのまちづくり活動が広がりつつある。

職住共存のまち

上京区は，西陣織などの伝統産業をはじめと
する産業と暮らしが結びついた「職住共存」の
まちとして発展してきた。
しかし，区の中心的産業である西陣織産業は，
昭和40年代後半をピークに，消費者の和装（着
物）離れ，生産機能の海外移転による空洞化，近
年の不況等により，生産量は減少してきている。
そして，多くの工程が組み合わさり，まちの構造をかたちづくってきた分業体制は徐々
に崩れつつあり，伝統的な技術も失われつつある。
そうした中，業界では西陣の再活性化に向け，西陣ブランドを活かした新商品やデ
ザインの開発，観光と結びつけた産業振興等の取組が進められている。

また，身近な暮らしを支える商店街について
は，地域産業の停滞や上京区周辺での大型店舗
の立地，担い手の高齢化等により，経営環境は
徐々に困難さを増している。そのため，活性化に
向け，様々なイベントや，高齢者向けサービス，
美しい商店街づくり，地下駐車場整備など，個性
的な商店街づくりの取組が進められている。
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まちなみ

「うなぎの寝床」に例えられる「町家」のまちなみは，上京
区の原風景といえる。特に，西陣地域では，機織に適した
「織屋建」の建ち並ぶ特徴的な景観が形成されている。
しかし，こうした町家の多くは老朽化が進み，居住者も高齢
者が多く，改修等が進みにくくなっている。また，「バブル経済」
以降，町家がマンションや建売住宅，駐車場となったものも多
く，まちなみ景観や居住環境の面で問題が生じている。
そうした中，町家の改修や空き家となった町家のあっせん

の取組など，市民主導による町家の活用も進みつつある。

きめ細かい福祉・保健・医療

高齢化の進む中で，区内には，デイサービスセンター（上京，出水，聚楽など）等の福祉
施設が徐々に整備されてきており，さらに，小川小学校跡地には特別養護老人ホームを
はじめとした高齢者の総合福祉施設が建設されるなど，地域に根ざした福祉・健康活
動の拠点の充実が図られている。
福祉活動の担い手としては，上京区社会福祉協議会がその中心的な役割を担うとと

もに，学区社協組織を核として，住民・行政・ボランティアの連携による高齢者ケアの
活動，配食サービス等のきめ細かいサービス，健康すこやか学級（ミニデイサービス）な
ど，高齢者が安心して地域に住み続けられるための多彩な取組が進められている。
保健・医療の面では，上京東部医師会と西陣医師会の２医師会を核として，昭和51
年の地域医療計画の策定を契機として，以降，医師会と住民団体との協力による健康
診断が続けられ，また平成９年「地域医療連絡協議会」も発足し，さらにきめ細かい地
域保健・医療の取組が進められている。今後は，地域において，日常生活の中で糖尿病
や高血圧予防などの生活習慣病対策が育っていくような取組が必要となっている。

2  まちづくりの基本課題
上京区には様々な課題が山積しているが，その課題の大部分は，京都市全体に共通
する課題でもあり，京都市基本計画の中で基本的な対応方向が示されている。
したがって，この計画においては，上京区に特化した課題の解決に向けた道筋を示

すことに主眼を置き，上京区の個性を活かしたまちづくりを行うという視点から整理
すると，次の三つの事項が課題となっている。

（1）歴史・伝統・文化を活かした上京らしいまちづくりに向けた課題
○区内に立地する社寺やまちなみなどの歴史資源や，伝統文化，ものづくり技術，

民俗行事など，有形無形の歴史文化を保全し，次世代に継承していく必要がある。

○そうした個性ある資源を，区民の日常生活や地域産業，観光などに積極的に

活かしていくことによって，生きた形で維持継承していく必要がある。

○さらに，歴史や伝統を踏まえつつ，21世紀の新しい上京文化を生み出していくと

いう創造的な姿勢を持ちながら，上京らしいまちづくりを進めていく必要がある。

（2）西陣織をはじめとした都心産業の活性化に向けた課題
○ 生産が減少しつつある西陣機業については，新たな市場の開拓や伝統技術と先

端技術の融合等を通じて，地域の基盤的な産業として再活性化を図っていく必

要がある。

○ さらに，「西陣」のブランドを活かした新たな産業創出など，地域産業の裾野を

広げていく必要がある。

○ また，高齢社会における住民ニーズに的確に対応する，地域に密着した商業・

サービス業の振興を図っていく必要がある。

（3）安心して暮らせるコミュニティづくりに向けた課題
○ 人口減少や高齢化の進む中，安全な住環境の整備や地域防災力の強化，福祉・

保健・医療活動の活性化などを通じて，子どもから高齢者まで，安心して住み

続けられる条件整備を行っていく必要がある。

○ 明治以来上京区に根づいている元学区を核とした住民主体のコミュニティ活

動をさらに発展，振興させていく必要がある。

○ さらには，文化，産業をはじめ，地域に根ざした各種団体やコミュニティの活動

など，21世紀上京区のまちづくりの新しい担い手となる人づくりを進めてい

く必要がある。
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